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新年の二日め。ふだんは車の波がとめど
ない大通りもこのとおり（髙松洋一撮影）




ろではない。 えんえんと休みが続く。 世間がようやくのっそりと動き始めるのは、新年の一三日目、家族総出で戸外のピクニックを楽しむノウルーズのハイライト行事「スィーズダ・ベダル」を迎える頃だ。今年の年始は、官公庁などの公的な休みは五日間とされていたが、やれ「故郷で従姉妹の息子の結婚式があって」だの、 やれ「帰りの飛行機のチケットが取れなくて」だのと 実際 職員が出そろうのはずっとあとに ってのこ であ 。
　お役所はもちろんのこと、パン屋も、ブティックも、



































によっては一〇年に一度も見られるかさえさだかでないほど美しい、 静寂のテヘランを見た。こ 「秘境」の存在 人々が気づきはじめ、ノウルーズを んびりテヘランで過ごそうなどという野暮なブームが到来しないことを、こっそりと祈るばかりである。
山が近くに見えるノウルーズの朝（髙松洋一撮影）
新年のために花壇が植え替えられても、愛でる人のいない公園
誰も見ていなくとも、花は美しく
咲き競っている
いわさき　ようこ／アジア経済研究所　在テヘラン海外調査員
専門はイラン経済制度史。フィールドワークに史料・文献調査を加味し、イラン独自の経済慣行
やシステムを分析する。著書にフィールドワークの経験をまとめた『テヘラン商売往来―イラン
商人の世界』がある。
